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安全データシート 
 
整理番号  No.1402                            作成 2016年09月01日 改訂 2025年04月01日 
 
1. 化学物質等及び会社情報 
 
製品名  パックテストひ素（低濃度）セット   型式 SPK-As(D) 
 
会社名  株式会社共立理化学研究所 

住  所 〒226-0006 神奈川県横浜市緑区白山1-18-2 ジャーマンインダストリーパーク 
電話番号 045-482-6937 
F A X 045-507-3418 

用途と使用上の制限 水質測定用の試薬  
 
2. 危険有害性の要約 
 
【ＧＨＳ分類】 

物理化学的危険性： 
 引火性液体：         区分３         (K-3試薬のみが該当) 
 上記で記載がない物理化学的危険性の項目は、区分に該当しないまたは分類できない 

  (GHS分類に必要なﾃﾞｰﾀなし) 
健康有害性： 
 急性毒性(吸入：粉塵、ミスト) ：   区分４         (K-1試薬のみが該当) 
 皮膚腐食性／刺激性：      区分１         (K-1、K-3試薬が該当) 
 眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性：  区分１         (K-1、K-3試薬が該当) 
  発がん性：         区分１Ａ        (K-3試薬のみが該当) 
 生殖毒性：          区分１Ａ        (K-3試薬のみが該当) 
             区分２         (K-2試薬のみが該当) 
 特定標的臓器毒性(単回暴露)：    区分１(呼吸器)      (K-1試薬のみが該当) 
             区分２(呼吸器)      (K-3試薬のみが該当) 
 特定標的臓器毒性(反復暴露)：    区分１(呼吸器)       (K-1試薬のみが該当) 

              区分２(腎臓)       (K-2試薬のみが該当) 
             区分２(肝臓、呼吸器)    (K-3試薬のみが該当) 
 上記で記載のない健康有害性の項目は、区分に該当しないまたは分類できない(GHS分類に必要なﾃﾞｰﾀなし) 
環境有害性：  
 水生環境有害性 短期(急性)：    区分３         (K-3、K-4試薬が該当) 
 水生環境有害性 長期(慢性)：    区分３         (K-3、K-4試薬が該当) 
 上記で記載のない環境有害性の項目は、区分に該当しないまたは分類できない (GHS分類に必要なﾃﾞｰﾀなし) 
 

【ＧＨＳラベル要素】 

    
 

【注意喚起用語】 
危険 

 
【危険有害性情報】 
 引火性液体および蒸気              (K-3試薬のみが該当) 
 吸入すると有害                (K-1試薬のみが該当) 
 重篤な皮膚の薬傷及び眼の損傷           (K-1、K-3試薬が該当) 
 重篤な眼の損傷                (K-1、K-3試薬が該当) 
 発がんのおそれ                (K-3試薬のみが該当) 
 生殖能又は胎児への悪影響のおそれ          (K-3試薬のみが該当) 
 生殖能又は胎児への悪影響のおそれの疑い        (K-2試薬のみが該当) 
 呼吸器の障害                (K-1試薬のみが該当) 
 呼吸器の障害のおそれ              (K-3試薬のみが該当) 
 長期にわたる、又は反復暴露による呼吸器の障害      (K-1試薬のみが該当) 
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 長期にわたる、又は反復暴露による腎臓の障害のおそれ    (K-2試薬のみが該当) 
 長期にわたる、又は反復暴露による肝臓、呼吸器の障害のおそれ  (K-3試薬のみが該当)  
 水生生物に有害                (K-3、K-4試薬が該当) 
 長期継続的影響により水生生物に有害         (K-3、K-4試薬が該当) 
 
【注意書き】 

試薬は子どもの手の届かない、乾暗所（常温）に保管すること。 
使用前に使用法をよく読み、記載以外の使い方をしないこと。 
必要に応じて個人用保護具を使用すること。 
試薬を吸入しないこと。 
汚染された衣類は洗濯すること。 
取扱い前後はよく手を洗うこと。 
環境への放出を避けること。 
 
 

3. 組成、成分情報 
 
単一製品･混合物の区別：混合物 

試薬名 K-1 試薬 
化学名 硫酸 その他* 水  
含有量 5 - 9.9 % 0.004 % 90 - 99 % 

化学式 H2SO4 - H2O 

官報公示 
整理番号 

(1)-430 - - 

CAS No. 7664-93-9 - 7732-18-5 
 

試薬名 K-2 試薬 

化学名 
1- ﾋﾟﾛﾘｼﾞﾝｶﾙﾎﾞｼﾞﾁｵ酸 
2- ｱﾝﾓﾆｳﾑ（APDC） 

ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ-N,N,N',N'-四酢酸四ﾅﾄﾘｳﾑ塩 
四水和物 

その他* 水 

含有量 0.1 - 0.49 % 5 - 9.9 % 1 - 4.9 % 90 - 99 % 

化学式 C5H12N2S2 C10H12N2Na4O8･4H2O - H2O 

官報公示 
整理番号 

(5)-111 
(2)-1265 
2-(4)-113 

- - 

CAS No. 5108-96-3 13235-36-4 - 7732-18-5 

 
試薬名 K-3 試薬 
化学名 硫酸 ｴﾀﾉｰﾙ 七ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ酸六ｱﾝﾓﾆｳﾑ四水和物  その他* 水  
含有量 1 - 4.9 % 5 - 9.9 % 0.1 - 0.49 % 0.1 - 0.49 %  80 - 89 % 

化学式 H2SO4 C2H5OH (NH4)6Mo7O24・4H2O - H2O 

官報公示 
整理番号 

(1)-430 (2)-202 (1)-389 - - 

CAS No. 7664-93-9 64-17-5 12054-85-2 - 7732-18-5 

 
試薬名 K-4 試薬 ﾁｭｰﾌﾞ試薬 
化学名 過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑ 水 硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ その他* ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 
含有量 0.5 - 0.9 % 90 - 99 % 5 - 9.9 % 0.1 – 0.49 % 90 - 99 % 

化学式 KMnO4 H2O Na2SO4 - (C2H4)n 

官報公示 
整理番号 

(1)-446 - (1)-501 - (6)-1 

CAS No. 7722-64-7 7732-18-5 7757-82-6 - 9002-88-4 

＊規制物質含まず 
 
 
4. 応急措置 
 
試薬や測定液が 
眼に入った場合 ： 直ちに流水で15分間以上、よく洗眼する。その後、直ちに眼科医の手当を受ける。 
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皮膚に付いた場合： 直ちに多量の水でその部分をよく洗い流す。 
口に入った場合 ： 直ちに多量の水で口の中をよく洗い流す。 

内容物を飲み込んだり、上記の措置後に異常があった場合には、直ちに医師の手当を受ける。 
 
5. 火災時の措置 
 
消火方法   ： 火元への燃焼源を断ち、消火剤を使用して消火する。 
消 火 剤   ： 水(噴霧)、粉末消火薬剤、炭酸ｶﾞｽ、乾燥砂 
 
6. 漏出時の措置 
 
屋外では、試薬や廃液がこぼれないよう注意する。 
屋内では、机面・床面等に試薬や廃液がこぼれた場合は直ちに拭き取り、廃棄する。その際、眼や皮膚に触れないよ
うにする。 
濃厚廃液が下水道や河川等の周辺環境に流出しないように注意する。 
 
7. 取扱い及び保管上の注意 
 
取扱い： 試薬は眼や皮膚に触れたり、口に入れたりしないように注意する。特にﾁｭｰﾌﾞ内の粉末試薬は吸い込まない

ように注意する。K-1試薬、K-3試薬、反応液、および測定後のﾁｭｰﾌﾞの内容物はpH 2 以下の酸性であるの
で、眼や皮膚に触れたり飲み込んだりしないように特に注意する。 
K-2試薬添加後の反応液から、微量の二酸化硫黄（亜硫酸ｶﾞｽ）が発生するので、室内で使用する場合は   
換気する。 

 また、屋外での使用時には、試薬および測定後の廃液、使用済み容器は必ず持ち帰る。 
保管 ： 直射日光を避け、換気のよい乾暗所（常温）に保管する。 
 
8. 暴露防止及び保護措置 
 
管理濃度 (作業環境評価基準) ： 0.2 mg/m3   (過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑのみ、Mnとして) 
許容濃度 (日本産業衛生学会) ： 1 mg/m3    (硫酸のみ) 
          0.2 mg/m3    (過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑのみ) 
   (ACGIH)    ：  TWA  0.2 mg/m3 (硫酸のみ) 
          STEL 1000 ppm  (ｴﾀﾉｰﾙのみ) 
          TWA  0.5 mg/m3 (七ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ酸六ｱﾝﾓﾆｳﾑ四水和物のみ、Moとして、呼吸性画分） 
          TWA  0.02 mg/m3 (過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑのみ、Mnとして、呼吸性画分) 
          TWA  0.1 mg/m3 (過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑのみ、Mnとして、吸入性画分) 
保 護 具： 保護眼鏡･保護手袋等の使用が望ましい。 
 
9. 物理的及び化学的性質 
 
物理的状態 ： K-1 試薬:  液体試薬 20 mL×1 本/ｷｯﾄ ﾎﾟﾘﾋﾞﾝ + ﾎﾟﾘ袋入り 
     K-2 試薬:  液体試薬 40 mL×1 本/ｷｯﾄ ﾎﾟﾘﾋﾞﾝ + ﾎﾟﾘ袋入り 
     K-3 試薬:  液体試薬 30 mL×1 本/ｷｯﾄ ﾎﾟﾘﾋﾞﾝ + ﾎﾟﾘ袋入り 
     K-4 試薬:  液体試薬  4 mL×1 本/ｷｯﾄ ｶﾞﾗｽﾋﾞﾝ + ﾎﾟﾘ袋入り 
     ﾁｭｰﾌﾞ試薬： 1.1g × 20本/ｷｯﾄ 5本ずつｱﾙﾐﾗﾐﾈｰﾄ包装 
試薬の色  ： K-1・K-2・K-3 試薬: 無色(液体) 
     K-4 試薬： 濃赤紫色(液体) 
     ﾁｭｰﾌﾞ試薬： 白色(粉末)、半透明(ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾁｭｰﾌﾞ) 
試薬の臭い ： K-1 試薬・K-4 試薬・ﾁｭｰﾌﾞ試薬:  なし 
     K-2 試薬： ｱﾝﾓﾆｱ臭 
     K-3 試薬： ｱﾙｺｰﾙ臭 
pH    ： K-1 試薬・K-3 試薬・反応液・測定後のﾁｭｰﾌﾞの内容物： 2 以下  
     K-2 試薬：  10 
     K-4 試薬：  7 
 
混合物として融点、沸点、引火点、発火点、爆発限界下限、蒸気圧、密度、比重、溶解性、Pow、動粘性率等のﾃﾞｰﾀ     

なし。ただし、ｴﾀﾉｰﾙは引火点 13℃、沸点 78.5℃であり、NITE において、引火性液体区分２(危険、引火性の高い液

体および蒸気)と区分されている。本製品の K-3 試薬が 10%以下のｴﾀﾉｰﾙを含むこと、および、10% ｴﾀﾉｰﾙの引火点が

49℃で区分３に分類されることから、本製品でも GHS 分類の物理化学的危険性を引火性液体区分３(警告、引火性液

体および蒸気)とした。 
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10. 安定性及び反応性 
 
高温、多湿、直射日光下への放置を避ける。 
通常の使用条件では安定であり、特定条件下で生じる危険な反応もなし。 
危険有害な分解生成物： 一酸化炭素、窒素酸化物、硫黄酸化物 (1-ﾋﾟﾛﾘｼﾞﾝｶﾙﾎﾞｼﾞﾁｵ酸ｱﾝﾓﾆｳﾑのみ) 
ｴﾀﾉｰﾙ蒸気は空気と爆発性の混合気体を生成するが、通常の使用条件では安定であり、特定条件下で生じる危険な  
反応もなし。 
 
11. 有害性情報 
 
混合物についてのﾃﾞｰﾀはない。個別物質について記す。 
 
K-1試薬： 
硫酸： 
 急性毒性(経口)： 区分５ 

ﾗｯﾄLD50値：2140mg/kg（SIDS, 2001）およびﾋﾄでの経口摂取（摂取量は不明）による死亡例の報告があるとの記
述に基づき区分５とした。 

 急性毒性(吸入：ｶﾞｽ)： 分類対象外 (GHSの定義における液体である) 
 急性毒性(吸入：粉塵、ﾐｽﾄ) ：区分２ 

ﾗｯﾄLC50値（4時間暴露）：0.375 mg/Lおよび（1時間暴露）：347ppm（4時間換算値：0.347mg/L）（いずれも（SIDS, 
2001））に基づき、区分２とした。 

皮膚腐食性／刺激性： 区分１Ａ－１Ｃ 
濃硫酸のpHは1以下であることから、GHS分類基準に従い腐食性物質と判断され、区分1A-1Cと分類した。 

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性： 区分１ 
ﾋﾄでの事故例では前眼房の溶解を伴う眼の重篤な損傷が認められたとの記述（ATSDR, 1998）、ｳｻｷﾞの眼に対し
て5%液で中等度、10%液では強度の刺激性が認められたとの記述（SIDS, 2001）および本物質のpHが2以下であ
ることから区分１とした。 

皮膚感作性： 区分に該当しない 
硫酸の皮膚感作性に関する試験ﾃﾞｰﾀはない。硫酸は何十年と工業的に利用されているが、皮膚刺激作用による皮
膚障害がよく知られている一方、皮膚感作性の症例報告は皆無である。体内には硫酸ｲｵﾝが大量に存在する（血
清中の硫酸ｲｵﾝは～33mmol/L、細胞内にはその50倍）が、ｱﾚﾙｷﾞｰ反応は起こらない。金属の硫酸塩のｱﾚﾙｷﾞｰ性試
験では、金属によるｱﾚﾙｷﾞｰ性陽性となることはあっても、硫酸ｲｵﾝでは陰性となることは、硫酸亜鉛での陰性の
結果から推定される。以上の結果から硫酸はﾋﾄに対してｱﾚﾙｷﾞｰ性を示さないとの結論が得られる、との記述
（SIDS,1998）から、区分に該当しないとした。 

生殖細胞変異原性： 分類できない 
In vivoでは生殖細胞、体細胞を用いたいずれの試験ﾃﾞｰﾀもなく、In vitro 変異原性試験では単一指標（染色体異
常試験）の試験系でのみ陽性の結果がある（ATSDR, 1998）が、他の指標では陰性であることから、   分類
できないとした。  

発がん性： 分類できない 
硫酸を含む無機強酸のﾐｽﾄへの職業的暴露については、IARC（1992）でｸﾞﾙｰﾌﾟ1、ACGIH（2004）でA2、NTP（2005）
でKに分類されていることから、IARCの評価および最近のNTPの評価を尊重し、区分１に分類されるが、硫酸そ
のものについては、DFGOT（vol.15, 2001）でｶﾃｺﾞﾘｰ4に分類している他、いずれの機関においても発がん性の分
類をしていないことから、分類できないとした。 

 生殖毒性： 区分に該当しない 
ｳｻｷﾞおよびﾏｳｽでの胎児器官形成期に吸入暴露した試験では、母獣に毒性が認められない用量では、両種ともに
胎児毒性および催奇形性は認められず（SIDS, 2001）、また、慢性毒性試験および発がん性試験においても雌雄
の生殖器官への影響は認められず、刺激性/腐食性による直接作用が主たる毒性であることから、生殖毒性を示
す懸念はないと判断されている（SIDS, 2001）ことから、区分に該当しないとした。 

 特定標的臓器毒性(単回暴露)： 区分１(呼吸器) 
ﾋﾄでの低濃度の吸入暴露では咳、息切れなどの気道刺激症状が認められており（DFGOT,2001）、高濃度暴露で
は咳、息切れ、血痰排出などの急性影響のほか、肺の機能低下および繊維化、気腫などの永続的な影響が認め
られたとの記述（ATSDR, 1998）およびﾓﾙﾓｯﾄでの8時間吸入暴露で肺の出血および機能障害が認められたとの記
述（ATSDR, 1998）から、区分１（呼吸器）とした。 

 特定標的臓器毒性(反復暴露)： 区分１(呼吸器) 
SIDS(2001)のﾗｯﾄでの28日間吸入暴露試験では区分1のｶﾞｲﾀﾞﾝｽ値範囲で喉頭粘膜に細胞増殖が認められ、
ATSDR(1998)のﾓﾙﾓｯﾄでの14～139日間反復吸入暴露試験では区分１のｶﾞｲﾀﾞﾝｽ値範囲内の濃度で鼻中隔浮腫、肺
気腫、無気肺、細気管支の充血、浮腫、出血、血栓などの気道および肺の障害が、さらに、ｶﾆｸｲｻﾞﾙでの78週間
吸入暴露試験では、肺の細気管支に細胞の過形成、壁の肥厚などの組織学的変化が、区分１の  ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ値の
範囲の用量（0.048mg/L、23.5Hr/Day）で認められたことから、区分１（呼吸器系）とした。 

 その他の項目についてのﾃﾞｰﾀなし。 
 
水： 
 急性毒性： 経口-ﾗｯﾄ LD50 > 90 mL/kg (ATEmix値算出時は90,000mg/kgとして計算) 
 その他の項目についてのﾃﾞｰﾀなし。 
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K-2試薬： 
1-ﾋﾟﾛﾘｼﾞﾝｶﾙﾎﾞｼﾞﾁｵ酸ｱﾝﾓﾆｳﾑ (APDC）： 
 特定標的臓器毒性(単回暴露)： 分類できない 

粉塵を吸入すると、鼻、のど、気管などが刺激されることがあるが、ﾃﾞｰﾀ不足のため分類できない。 
その他の項目についてのﾃﾞｰﾀなし。 

 
ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ-N,N,N',N'-四酢酸四ﾅﾄﾘｳﾑ塩四水和物： 有害性情報についてのﾃﾞｰﾀなし。 
ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ-N,N,N',N'-四酢酸四ﾅﾄﾘｳﾑ塩四水和物はEDTA類であり、水中で解離しEDTAｲｵﾝとなる。このため、下記の

NITEによるｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ四酢酸（CAS No. 60-00-4）の評価も混合物としてのGHS分類判定に用いる。 
ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ四酢酸： 
急性毒性： 

経口：ﾗｯﾄのLD50値は ＞2000 mg/kg（EU-RAR 49（2004））、2580、4500 mg/kg（以上、NITE初期ﾘｽｸ評価書 Ver.1.1, 
14（2007））に基づき、JIS分類基準の区分に該当しない（国連分類基準の区分5）とした。 

皮膚腐食性／刺激性： 
ｳｻｷﾞのﾄﾞﾚｲｽﾞ試験で刺激性なしとの報告（NITE初期ﾘｽｸ評価書 Ver.1.1, 14（2007））、および別の試験ではｳｻｷﾞ1
匹を用い、耳介に20時間適用し24時間後の観察で軽度の刺激性（mild irritating）との報告（EU-RAR 49（2004）
）に基づき、区分に該当しないとした。 

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性： 
ｳｻｷﾞの眼に50 mgを適用した試験で、強い刺激、軽度の浮腫、強い角膜混濁が見られたが、8日後に症状は消失し

たとの記述（EU-RAR 49（2004））に基づき、区分2Bとした。 
生殖細胞変異原性： 

本物質の二ﾅﾄﾘｳﾑ塩を用いたin vivo 試験として、ﾏｳｽ飲水投与による優性致死試験（生殖細胞 in vivo 経世代変

異原性試験）、ﾏｳｽ腹腔内投与による精原細胞を用いた染色体異常試験（生殖細胞 in vivo 変異原性試験）、ﾏｳｽ

経口投与および腹腔内投与による骨髄を用いた小核試験（体細胞 in vivo変異原性試験）で、いずれも陰性結果

が得られている（全て、EU-RAR 49（2004））ことに基づき区分に該当しないとした。 
生殖毒性： 

ﾗｯﾄの妊娠7-14日に強制経口投与により親動物で死亡、下痢、行動抑制等の影響がみられた用量で、仔に対して

は影響なかった（NITE初期ﾘｽｸ評価書 Ver.1.1, 14（2007））との報告の一方、親動物の一般毒性について記載は

ないが、ﾗｯﾄの妊娠6日以降に混餌投与した試験で、仔に口蓋裂、脳と眼の欠損、および骨格異常が生じた（

Teratogenic（12th, 2007））と報告され、さらに妊娠ﾗｯﾄに腹腔内または筋肉内投与した場合にも仔に奇形の発生が

報告されている（NITE初期ﾘｽｸ評価書 Ver.1.1, 14（2007）、JECFA 796（1993））ことから、区分2とした。 
特定標的臓器毒性(反復暴露)： 

ﾋﾄに対する影響として、EDTA及びその塩（ﾅﾄﾘｳﾑ、ｶﾙｼｳﾑ二ﾅﾄﾘｳﾑ）を長期にわたり多量経口摂取した場合、腎臓

尿細管障害がみられるとの記述（NITE初期ﾘｽｸ評価書 Ver.1.1, 14（2007））から、区分1（腎臓）とした。 
その他の項目についてのﾃﾞｰﾀなし。 

 
水：  上記、K-1試薬と同様。 
 
K-3試薬： 
硫酸：  上記、K-1試薬と同様。 
 
ｴﾀﾉｰﾙ： 
 急性毒性(経口)： 区分に該当しない 

ﾗｯﾄのLD50値 = 6,200 mg/kg、11,500 mg/kg、17,800 mg/kg、13,700 mg/kg (PATTY(6th,2012))、15,010mg/kg、
7,000-11,000 mg/kg(SIDS(2005)) はすべて区分に該当しない。 

 急性毒性(経皮)： 区分に該当しない 
ｳｻｷﾞのLDLo= 20,000 mg/kg(SIDS(2005))に基づき区分に該当しないとした。 

 急性毒性(吸入：ｶﾞｽ)： 分類対象外 (GHSの定義における液体である) 
 急性毒性(吸入：蒸気)： 区分に該当しない 

ﾗｯﾄのLC50 = 63,000 ppmV(DFGOT vol.12(1999))、66,280 ppmV(124.7 mg/L) (SIDS(2005))のいずれも区分に該当しな
い。なお、被験物質の濃度は飽和蒸気圧濃度、78,026 ppmV(147.1 mg/L)の90% [70,223 ppmV(132.4 mg/L)]より低
い値であることから、ppmVを単位とする基準値を用いた。 

 皮膚腐食性／刺激性： 区分に該当しない 
ｳｻｷﾞに4時間ばく露した試験(OECD TG 404)において、適用1および24時間後の紅斑の平均ｽｺｱが1.0、その他の時
点では紅斑及び浮腫の平均ｽｺｱは全て0.0であり、「刺激性なし」の評価(SIDS(2005))に基づき、区分に該当しない
とした。 

 眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性： 区分２Ｂ 
ｳｻｷﾞを用いた2つのDraize試験(OECD TG405)において、中等度の刺激性と評価されている(SIDS(2005))。 
このうち、1つの試験では、所見として角膜混濁、虹彩炎、結膜発赤、結膜浮腫がみられ、第1日の平均ｽｺｱが角
膜混濁で1以上、結膜発赤で2以上であり、かつほとんどの所見が7日以内に回復した(ECETOC TR 48(2)(1998))こ
とから、区分２Ｂに分類した。 

 呼吸器感作性： 分類できない 
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ﾃﾞｰﾀ不足のため分類できない。なお、ｱﾙｺｰﾙによる気管支喘息症状の誘発は血中ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ濃度の増加と関係がある
と考えられている。一方、軽度の喘息患者2人がｴﾀﾉｰﾙの吸入誘発試験で重度の気管支収縮を起こしたことが報告
されている(DFGOT vol.12 vol.12(1999))が、その反応がｱﾚﾙｷﾞｰ由来であることを示すものではないとも述べられ
ている(DFGOT vol.12 vol.12(1999))。 

 皮膚感作性： 分類できない 
ﾋﾄでは、ｱﾙｺｰﾙに対するｱﾚﾙｷﾞｰ反応による接触皮膚炎等の症例報告がある(DFGOT vol.12 vol.12(1999)) と の 記
述があるが、｢ﾋﾄでは他の一級または二級ｱﾙｺｰﾙとの交叉反応性がみられる場合があること、動物試験で有意の皮
膚感作性はみられないことにより、ｴﾀﾉｰﾙに皮膚感作性ありとする十分なﾃﾞｰﾀがない｣ (SIDS (2005)、DFGOT 
vol.12 vol.12(1999))の記述に基づきﾃﾞｰﾀ不足のため分類できないとした。 

生殖細胞変異原性： 分類できない 
in vivo、in vitroの陰性結果あるいは陰性評価がされており、分類ｶﾞｲﾀﾞﾝｽの改訂により「区分に該当しない」が
選択できないため、「分類できない」とした。すなわち、ﾏｳｽおよびﾗｯﾄを用いた経口投与(ﾏｳｽの場合はさらに腹
腔内投与)による優性致死試験において陽性結果(SIDS(2005)、IARC(2010)、DFGOT vol.12(1999)、PATTY(6th, 2012))
があるものの、試験条件の不十分性や試験結果の誤りなどが認められ信頼性は低い又は信頼性なしと評価してい
る(SIDS(2005)、DFGOT vol.12(1999))。また、ﾗｯﾄ、ﾏｳｽの骨髄小核試験で陰性、ﾗｯﾄ骨髄及び末梢血ﾘﾝﾊﾟ球の染色
体異常試験で陰性(SIDS(2005)、PATTY(6th, 2012)、IARC(2010)、DFGOT vol.12(1999))、ﾁｬｲﾆｰｽﾞﾊﾑｽﾀｰの骨髄染色
体異常試験で陰性(SIDS(2005))である。また、ﾏｳｽ精子細胞の小核試験、精母細胞の染色体異常試験、ﾗｯﾄ精原細
胞の染色体異常試験、ﾁｬｲﾆｰｽﾞﾊﾑｽﾀｰ精原細胞の染色体異常試験(異数性)で陰性である(IARC(2010)、DFGOT 
vol.12(1999))。なお、陽性の報告として、ﾗｯﾄ、ﾏｳｽの姉妹染色分体交換試験がある(DFGOT vol.12(1999)、PATTY(6th, 
2012))が、SIDS(2005)などでは評価されていない。in vitro変異原性試験として、ｴｰﾑｽ試験、哺乳類培養細胞を用
いるﾏｳｽﾘﾝﾌｫｰﾏ試験及び小核試験はすべて陰性と評価されており(PATTY(6th,2012)、IARC(2010)、DFGOT 
vol.12(1999)、SIDS(2005)、NTP DB(Access on June 2013))、in vitro染色体異常試験でもCHO細胞を用いた試験1件
の陽性結果を除き他はすべて陰性であった(SIDS(2005)、PATTY(6th, 2012)、IARC(2010))。なお、この染色体異常
の陽性結果は著しく高い用量で生じており、高浸透圧のような非特異的影響に起因した染色体傷害の可能性があ
ると記載(SIDS(2005))されている。 

 発がん性： 区分１Ａ 
ｴﾀﾉｰﾙはACGIHでA3に分類されている(ACGIH(7th, 2012))。また、IARC(2010)では、ｱﾙｺｰﾙ飲料の発がん性につい
て多くの疫学ﾃﾞｰﾀから十分な証拠があることなどから、ｱﾙｺｰﾙ飲料に含まれるｴﾀﾉｰﾙの摂取により、ｴﾀﾉｰﾙ及び主
代謝物であるｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞが食道などに悪性腫瘍を誘発することが明らかにされているため、区分１Ａに分類す
る。 

 生殖毒性： 区分１Ａ 
ﾋﾄでは出生前にｴﾀﾉｰﾙ摂取すると新生児に胎児性ｱﾙｺｰﾙ症候群と称される先天性の奇形を生じることが知られて
いる。奇形には小頭症､短い眼瞼裂、関節、四肢及び心臓の異常、発達期における行動及び認知機能障害が含ま
れる (PATTY(6th,2012))。これらはﾋﾄに対するｴﾀﾉｰﾙの生殖毒性を示す確かな証拠と考えられるため、区分１Ａと
した。なお、胎児性ｱﾙｺｰﾙ症候群は妊娠期に大量かつ慢性的にｱﾙｺｰﾙを飲んだｱﾙｺｰﾙ依存症の女性と関連している。
産業的な経口、経皮、吸入ばく露による胎児性ｱﾙｺｰﾙ症候群の報告はない。また、動物実験でも妊娠ﾗｯﾄに経口
投与した試験で奇形の発生がみられている。 

 特定標的臓器毒性(単回暴露)： 区分３(気道刺激性、麻酔作用) 
ﾋﾄの吸入ばく露により眼及び気道への刺激症状が報告されている(PATTY(6th,2012))。血中ｴﾀﾉｰﾙ濃度の上昇に伴
い、軽度の中毒(筋協調運動低下、気分、性格、行動の変化)から中等度の中毒(視覚障害、感覚麻痺、反応時間
遅延、言語障害）、さらに重度の中毒症状(嘔吐、嗜眠、低体温、低血糖、呼吸抑制など) を生じる。さらに、呼
吸または循環不全により、あるいは咽頭反射が欠如した場合には胃内容物吸引の結果として死に至ると記述さ
れている(PATTY(6th, 2012))。ﾋﾄに加えて実験動物でも中枢神経系の抑制症状がみられている(SIDS(2005))。以上
より、区分３(気道刺激性、麻酔作用)とした。 

 特定標的臓器毒性(反復暴露)： 区分１(肝臓)、区分２(中枢神経) 
ﾋﾄでのｱﾙｺｰﾙの長期大量摂取はほとんど全ての臓器に悪影響を及ぼすが、最も強い影響を与える標的臓器は肝臓
であり、障害は脂肪変性に始まり、壊死と線維化の段階を経て肝硬変に進行する(DFGOT vol.12(1999))との記載
に基づき区分１(肝臓)とした。また、ｱﾙｺｰﾙ乱用及び依存症患者の治療として、米国FDAは3種類の治療薬を承認
しているとの記述がある(HSDB(Access on June 2013))ことから、区分２(中枢神経)とした。なお、動物実験では有
害影響の発現はさほど顕著ではなく、ﾗｯﾄの90日間反復経口投与試験において、ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ値範囲をかなり上回る高
用量で肝臓への影響として脂肪変性が報告されている(SIDS(2005）、PATTY(6th,2012))。 

その他の項目についてのﾃﾞｰﾀなし。 
 
七ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ酸六ｱﾝﾓﾆｳﾑ四水和物（ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ酸ｱﾝﾓﾆｳﾑ）： 
 急性毒性(経口)： 区分４ 

ﾗｯﾄのLD50値として、680 mg/kgとの報告 (環境省ﾘｽｸ評価第10巻 (2012)) に基づき、区分４とした。 
 急性毒性(吸入：ｶﾞｽ)： 分類対象外 (GHSの定義における固体である) 
 急性毒性(吸入：蒸気)：分類対象外 (GHSの定義における固体である) 
 眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性： 区分２ 

本物質は動物の眼に対して刺激性を示すとの記載があることから区分２ (HSDB (Access on September 2015)) と
した。 

 皮膚感作性： 分類できない 
ﾃﾞｰﾀ不足のため分類できない。なお、ﾋﾄ787人に対する調査において、本物質1%溶液に対して皮膚反応が3例報
告されている (DFGOT vol. 18 (2002))。 
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生殖細胞変異原性： 分類できない 

In vivoでは、ﾏｳｽの優性致死試験で陽性、ﾏｳｽ骨髄細胞の小核試験で陽性(環境省ﾘｽｸ評価第10巻(2012)、ACGIH (7th, 
2003)) との知見がある。In vitroでは、ﾋﾄﾘﾝﾊﾟ球の小核試験、染色体異常試験、姉妹染色分体交換試験でいずれ
も陽性である (環境省ﾘｽｸ評価第10巻 (2012)、ACGIH (7th, 2003))。上記のin vivo試験の原著を確認した結果、ﾓﾘ
ﾌﾞﾃﾞﾝ酸のｱﾝﾓﾆｳﾑ塩についてはin vivo試験が行われていない (Titenko-Holland et al., 1998) ことから、これらのin 
vivo試験の知見は使用できず、ｶﾞｲﾀﾞﾝｽに従い分類できないとした。 

 発がん性： 区分２ 
本物質自体の発がん性に関する情報はない。ただし、ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ酸ﾅﾄﾘｳﾑ (CAS番号: 7631-95-0) の本項に記述した
ように、三酸化ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝを用いた発がん性試験結果等に基づき、ACGIHは可溶性ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ化合物に対する発がん
性評価として、A3に分類した (ACGIH (7th, 2003))。本物質も可溶性ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ化合物に該当し (ACGIH(7th, 2003))、
ACGIHの発がん性分類結果が適用可能と考えられる。よって、本項は区分２とした。 

 生殖毒性： 区分２ 
本物質の生殖影響に関する情報はﾋﾄ、実験動物ともにない。しかしながら、本物質は可溶性ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ化合物に属
し、ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ酸ﾅﾄﾘｳﾑ (CAS番号: 7631-95-0) の毒性情報に基づく分類が可能で、その分類結果を適用することが
妥当と考えた。よって、本項は区分２とした。 

 特定標的臓器毒性(単回暴露)： 区分３(気道刺激性) 
本物質は気道刺激性がある(DFGOT vol. 18 (2002)、ACGIH (7th, 2003))ことから、区分３(気道刺激性)とした。 

 特定標的臓器毒性(反復暴露)： 区分２(腎臓) 
ﾋﾄに関するﾃﾞｰﾀはない。実験動物では、ﾗｯﾄを用いた8週間強制経口投与毒性試験において、区分2の範囲である
80 mg/kg/day (90日間換算値：約50 mg/kg/day) で体重増加抑制、腎臓の絶対重量減少、腎臓の相対重量増加、尿
量増加、尿中のｸﾚｱﾁﾆﾝ量増加、ｸﾚｱﾁﾝｸﾘｱﾗﾝｽの低下、遠位尿細管からの尿中逸脱酵素 (ｶﾘｸﾚｲﾝ) 排泄の増加がみ
られている (環境省ﾘｽｸ評価第10巻 (2012))。本物質については腎臓の器質的変化がみられないが機能に影響がみ
られること、また、類縁物質であるﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ酸ﾅﾄﾘｳﾑ塩では器質的変化がみられていることから、区分２ (腎臓) と
した。 

その他の項目についてのﾃﾞｰﾀなし。 
 
水：  上記、K-1試薬と同様。 
 
K-4試薬： 
過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑ： 
 急性毒性(経口)： 区分４ 

ﾗｯﾄのLD50値として、379 mg/kg (NITE初期ﾘｽｸ評価書 (2008))、750 mg/kg (NITE初期ﾘｽｸ評価書 (2008)、EHC 17 
(1981)) との報告に基づき、区分４とした。 

 急性毒性(吸入：ｶﾞｽ)： 分類対象外 (GHSの定義における固体である) 
 急性毒性(吸入：蒸気)：分類対象外 (GHSの定義における固体である) 
 皮膚腐食性／刺激性： 区分１ 

具体的な情報は無いが、本物質は強い腐食性を持つとの記載や、刺激性を持つとの記載がある (HSDB (Access on 
December 2014))。以上、腐食性を持つとの記載から区分１とした。 

 眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性： 区分１ 
具体的な情報は無いが、本物質は強い腐食性を持つとの記載や、刺激性を持つとの記載がある (HSDB (Access on 
December 2014))。また、本物質は皮膚腐食性/刺激性の分類で区分１とされている。以上より、区分１した。 

 生殖細胞変異原性： 区分２ 
In vivoでは、ﾏｳｽ骨髄細胞の小核試験、染色体異常試験で陽性である(NITE初期ﾘｽｸ評価書(2008)、CICAD 12 (1999)、
PATTY(6th, 2012)、ATSDR(2012))。In vitroでは、哺乳類培養細胞の染色体異常試験で陰性、陽性の結果がある 
(NITE初期ﾘｽｸ評価書(2008)、CICAD 12(1999))。以上より、区分２とした。 

 生殖毒性： 区分２ 
ﾗｯﾄを用いた経口あるいは吸入経路の毒性試験において親動物の一般毒性の記載はないが、精子形成や胎児に影
響がみられている(EHC 17 (1981))。みられた影響について詳細が不明であった。しかし、本物質ではないが、本
物質と同様に水溶性である塩化ﾏﾝｶﾞﾝに関するﾃﾞｰﾀとして、雄ﾏｳｽに塩化ﾏﾝｶﾞﾝを交配前12週間飲水投与した後無
処置の雌と交配した実験では309 mg/kg/day群において雄の授精の阻害がみられ、対照群の雄と交配した雌では
28匹中26匹妊娠したのに対して、塩化ﾏﾝｶﾞﾝ309 mg/kg/day投与群の雄と交配した雌では28匹中17匹の妊娠であっ
た(ATSDR (2012)。妊娠ﾗｯﾄを用いた強制経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性の記載はないが最高
用量(33 mg ﾏﾝｶﾞﾝ/kg/day)で着床後吸収胚の増加がみられた(ATSDR (2012))。妊娠ﾏｳｽを用いた皮下注射での発生
毒性試験において、母動物の体重に影響のなかった2 mg/kg/day群で生後4日目の児の生存率が有意に減少し、開
眼や精巣下降までの期間延長もみられたが、生存した児が成体になった時点では活動性や学習能に低下はみら
れなかった (産業衛生学会許容濃度の提案理由書(2014))。したがって、本物質のﾃﾞｰﾀと塩化ﾏﾝｶﾞﾝのﾃﾞｰﾀから総
合的に判断し区分２とした。なお、産業衛生学会では許容濃度の勧告(2014)において、ﾏﾝｶﾞﾝおよびﾏﾝｶﾞﾝ化合物
を生殖毒性第2群(暫定)(区分１Ｂ相当) に分類している。しかし、許容濃度の勧告の分類は暫定期間中であるの
で採用しなかった。 

 特定標的臓器毒性(単回暴露)： 区分３(気道刺激性) 
本物質のﾋﾄﾃﾞｰﾀは非常に少ない。本物質は気道刺激性との報告(PATTY(6th, 2012))、子供が174 mg/kgを誤飲した
事例で、全身性の影響はみられなかったが、口、食道、胃で刺激性による壊死がみられたとの報告 (NITE初期
ﾘｽｸ評価書(2008)、ATSDR(2012))がある。実験動物のﾃﾞｰﾀはない。なお、本物質のﾃﾞｰﾀではないが、ﾏﾝｶﾞﾝﾌｭｰﾑ
の急性ばく露でﾌｭｰﾑ熱の発症が認められている(NITE初期ﾘｽｸ評価書(2008))。また、ﾏﾝｶﾞﾝ粉塵(特にMnO2と
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Mn3O4)の急性吸入ばく露は肺の炎症反応を引き起こし、時間経過の後、肺の機能障害を引き起こす。肺の毒性
は、気管支炎等の感染性を上昇させ、結果としてﾏﾝｶﾞﾝ肺炎を発症させるとの報告 (CICAD 12 (1999)) がある。
ﾏﾝｶﾞﾝﾋｭｰﾑや粉塵のﾃﾞｰﾀは、本物質との物性の違いから採用しなかった。以上より、本物質のﾃﾞｰﾀは非常に限ら
れるが、気道刺激性があり、区分３(気道刺激性)とした。旧分類の区分を変更した。 

 特定標的臓器毒性(反復暴露)： 区分１(神経、呼吸器) 
肺のうっ血の治療目的でﾖｳ化ｶﾘｳﾑと誤って本物質を低用量(1.8 mg/kg)で数週間経口摂取したﾋﾄにおいて、脱力感
と思考力低下がみられ、4週間で摂取を中断したが、約9ヵ月後にﾊﾟｰｷﾝｿﾝ病に類似した症状が発現した(CICAD 12 
(1999)、NITE初期ﾘｽｸ評価書(2008))との報告があり、代表的なﾏﾝｶﾞﾝ化合物である二酸化ﾏﾝｶﾞﾝと同様、本物質も
ﾏﾝｶﾞﾝ中毒として神経毒性を生じる症例である。この他、本物質への反復ばく露が明確である報告はﾋﾄ、実験動
物のいずれもなく、吸入ばく露における標的臓器について、直接的な情報はないが、二酸化ﾏﾝｶﾞﾝを主体とする
ﾏﾝｶﾞﾝ化合物では呼吸器障害(咳、気管支炎、肺炎など)を生じることが多くの報告事例で明らかにされている
(ATSDR (2012))。以上より、本物質も二酸化ﾏﾝｶﾞﾝ (CAS No.: 1313-13-9) と同様、区分１(神経、呼吸器)に分類し
た。 

その他の項目についてのﾃﾞｰﾀなし。 
 
水：  上記、K-1試薬と同様。 
 
ﾁｭｰﾌﾞ試薬： 
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ： 
 急性毒性： 経口-ﾗｯﾄ LD50 > 7,950 mg/kg (下記、ATEmix値算出時は 7,950 mg/kg として計算) 
 発がん性： IARCのｸﾞﾙｰﾌﾟ３(ﾋﾄに対する発がん性は評価できない。) 
 その他の項目についてのﾃﾞｰﾀなし。 
 
以下、混合物としてGHS分類判定について記す。 
［急性毒性(吸入：粉塵、ﾐｽﾄ）］ 

K-1 試薬：加算式の適用判定の結果、ATEmix 値より、区分４(警告、吸入すると有害)に分類される。 
 K-3 試薬：加算式の適用判定の結果、ATEmix 値より、区分に該当しない。 
 その他の試薬は含有成分のﾃﾞｰﾀがそろっていないため、分類できない。 
［皮膚腐食性／刺激性］ 
 K-1、K-3 試薬：混合物の pH が 2 以下である。∴ 区分１(危険，重篤な皮膚の薬傷・眼の損傷)に分類される。 
 K-4 試薬：区分１の含有量が 1%未満である。 ∴ 区分に該当しない。 
 その他の試薬は含有成分のﾃﾞｰﾀがそろっていないため、分類できない。 
［眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性］ 
 K-1、K-3 試薬：混合物の pH が 2 以下である。∴ 区分１(危険、重篤な眼の損傷)に分類される。 
 K-4試薬： 区分１の含有量が1%未満である。∴ 区分に該当しない。 
 ﾁｭｰﾌﾞ試薬：区分２Ａ－２Ｂの含有量が10%未満である。∴ 区分に該当しない。 
 その他の試薬は含有成分のﾃﾞｰﾀがそろっていないため、分類できない。 
［発がん性］ 
  K-3試薬： 区分１Ａの含有量が0.1%以上である。 ∴ 区分１Ａ(危険、発がんのおそれ)に分類される。 
  その他の試薬は含有成分のﾃﾞｰﾀがそろっていないため、分類できない。 
［生殖毒性］ 

K-2試薬：区分２の含有量が3%以上である。 
∴ 区分２(警告、生殖能又は胎児への悪影響のおそれの疑い)に分類される。 

K-3試薬：区分１Ａの含有量が0.3%以上である。 
∴ 区分１(危険、生殖能又は胎児への悪影響のおそれ)に分類される。 

K-4試薬：区分２の含有量が3%未満である。 ∴ 区分に該当しない。 
  その他の試薬は含有成分のﾃﾞｰﾀがそろっていないため、分類できない。 
 ［特定標的臓器毒性(単回暴露)］ 
  K-1 試薬：区分１(呼吸器)の含有量が約 10%である。∴ 区分１(危険、呼吸器の障害)に分類される。 

K-3 試薬：区分１(呼吸器)の含有量が 1%以上 10%未満、区分３(気道刺激性、麻酔作用)の含有量が 20%未満で
ある。 ∴ 区分２(警告、呼吸器の障害のおそれ)に分類される。 

  K-4 試薬、ﾁｭｰﾌﾞ試薬： 区分３(気道刺激性)の含有量が 20%未満である。 ∴ 区分に該当しない。 
  K-2試薬は含有成分のﾃﾞｰﾀがそろっていないため、分類できない。 
 ［特定標的臓器毒性(反復暴露)］ 
  K-1 試薬：区分１(呼吸器)の含有量が約 10%である。 
     ∴ 区分１(危険、長期にわたる、又は反復暴露による呼吸器の障害)に分類される。 

K-2試薬：区分１(腎臓)の含有量が1%以上10%未満である。 
∴ 区分２(警告、長期にわたる、又は反復暴露による腎臓の障害のおそれ)に分類される。 

K-3 試薬：区分１(肝臓、呼吸器)の含有量が 1%以上 10%未満、区分２(神経、腎臓)の含有量が 10%未満である。 
∴ 区分２(警告、長期にわたる、又は反復暴露による肝臓、呼吸器の障害のおそれ)に分類される。 

  K-4 試薬、ﾁｭｰﾌﾞ試薬： 区分１(神経、呼吸器、肺)の含有量が 1%未満である。 ∴ 区分に該当しない。 
［急性毒性(経口)］、［急性毒性(経皮)］、［呼吸器感作性または皮膚感作性］、［生殖細胞変異原性］、［誤えん有害性］： 
以上の項目は、区分に該当しないまたは含有成分のﾃﾞｰﾀがそろっていないため、分類できない。 
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12. 環境影響情報 
 
混合物についてのﾃﾞｰﾀはない。個別物質について記す。 
 
K-1試薬： 
硫酸： 
  水生環境有害性 短期（急性）： 区分３ 

魚類（ﾌﾞﾙｰｷﾞﾙ）の96時間LC50 = 16-28 mg/L（SIDS、2003）から、区分３とした。 
 水生環境有害性 長期（慢性）： 区分に該当しない 

水溶液が強酸となることが毒性の要因と考えられるが、環境水中では緩衝作用により毒性影響が緩和されるため、

区分に該当しないとした。 
 ｵｿﾞﾝ層への有害性： 分類できない 

当該物質はﾓﾝﾄﾘｵｰﾙ議定書の附属書に列記されていないため。 
 
K-2試薬： 
1-ﾋﾟﾛﾘｼﾞﾝｶﾙﾎﾞｼﾞﾁｵ酸ｱﾝﾓﾆｳﾑ （APDC）： 環境影響情報についてのﾃﾞｰﾀなし。 
ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ-N,N,N',N'-四酢酸四ﾅﾄﾘｳﾑ塩四水和物： 環境影響情報についてのﾃﾞｰﾀなし。 
 
ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ-N,N,N',N'-四酢酸四ﾅﾄﾘｳﾑ塩四水和物はEDTA類であり、水中で解離しEDTAｲｵﾝとなる。このため、下記の

NITEによるｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ四酢酸（CAS No. 60-00-4）の評価も混合物としてのGHS分類判定に用いる。 
ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ四酢酸： 

水性環境有害性 短期（急性)： 
魚類（ﾌﾞﾙｰｷﾞﾙ）の96時間LC50 = 41 mg/L（EU-RAR, 2005他）から、区分3とした。 

水性環境有害性 長期（慢性）： 
慢性毒性ﾃﾞｰﾀを用いた場合、急速分解性がないが（4週間でのBODによる分解度：0%（既存点検, 1994））、甲

殻類（ｵｵﾐｼﾞﾝｺ）の21日間NOEC = 5.5 mg/L（環境省生態影響試験, 2002他）であることから、区分に該当しな

いとなる。 
慢性毒性ﾃﾞｰﾀが得られていない栄養段階に対して急性毒性ﾃﾞｰﾀを用いた場合、急速分解性がなく（4週間での

BODによる分解度：0%（既存点検, 1994））、魚類（ﾌﾞﾙｰｷﾞﾙ）の96時間LC50 = 41 mg/L（EU-RAR, 2005他）で

あることから、区分3となる。 
以上の結果を比較し、区分3とした。 

 
K-3試薬： 
硫酸：  上記、K-1試薬と同様。 
 
ｴﾀﾉｰﾙ： 
 水生環境有害性 短期（急性）： 区分に該当しない 
 魚類(ﾌｧｯﾄﾍｯﾄﾞﾐﾉｰ)での96時間LC50 > 100 mg/L（SIDS, 2005）、甲殻類(ﾈｺｾﾞﾐｼﾞﾝｺ)での48時間LC50 = 5012 mg/L

（SIDS, 2005）、藻類(ｸﾛﾚﾗ)での96時間EC50 = 1000 mg/L（SIDS, 2005）であることから、区分に該当しないとし

た。 
 水生環境有害性 長期（慢性）：区分に該当しない 
 急性毒性区分に該当しないであり、難水溶性ではない(水溶解度=1000000 mg/L(PHYSPROP Database、2009))こ

とから、区分に該当しないとした。 
 ｵｿﾞﾝ層への有害性： 分類できない 
  当該物質はﾓﾝﾄﾘｵｰﾙ議定書の附属書に列記されていないため。 
 
七ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ酸六ｱﾝﾓﾆｳﾑ四水和物 (ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ酸ｱﾝﾓﾆｳﾑ）： 環境影響情報についてのﾃﾞｰﾀなし。 
 
K-4試薬： 
過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑ： 
 水生環境有害性 短期（急性）： 区分１ 
 甲殻類(ﾋｹﾞﾅｶﾞｹﾝﾐｼﾞﾝｺ科)による96時間LC50=0.185 mg/L (0.0765 mg Mn/L)(環境省ﾘｽｸ評価第6巻, 2008)であるこ

とから、区分１とした。 
 水生環境有害性 長期（慢性）：区分１ 
 信頼性のある慢性毒性ﾃﾞｰﾀが得られていない。無機化合物につき環境中動態が不明であり、急性毒性区分１で

あることから、区分１とした。 
 ｵｿﾞﾝ層への有害性： 分類できない 
  当該物質はﾓﾝﾄﾘｵｰﾙ議定書の附属書に列記されていないため。 
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ﾁｭｰﾌﾞ試薬： 
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ： 環境影響情報についてのﾃﾞｰﾀなし。 
 
以下、混合物としてGHS分類判定について記す。 
 ［水生環境有害性 短期（急性）］ 
   K-1試薬：区分３を含有しているが、混合物の急性有害性分類より 区分に該当しない。 

K-3試薬：その他の成分に区分１を含有しており、混合物の急性有害性分類より区分３(水生生物に有害)に分類
される。 

K-4試薬：区分１を含有しており、混合物の急性有害性分類より 区分３(水生生物に有害)に分類される。 
  その他の試薬は含有成分のﾃﾞｰﾀがそろっていないため、分類できない。 
 ［水生環境有害性 長期（慢性）］ 

K-3試薬：その他の成分に区分１を含有しており、混合物の急性有害性分類より区分３(長期継続的影響により
水生生物に有害)に分類される。 

K-4試薬：区分１を含有しており、混合物の急性有害性分類より区分３(長期継続的影響により水生生物に有害)
に分類される。 

  その他の試薬は含有成分のﾃﾞｰﾀがそろっていないため、分類できない。 
［ｵｿﾞﾝ層への有害性］ 

各含有成分のいずれもﾓﾝﾄﾘｵｰﾙ議定書の附属書に列記されていないため、分類できない。 
 
13. 廃棄上の注意 
 
K-1およびK-3試薬の残液、測定後の廃液はいずれもpH2以下の酸性である。  
測定後の廃液には、銅を約0.15 mg/回（K-3試薬に銅を0.15mg/1.5mL 含む）含有する。  
K-2試薬の残液には、ｱﾝﾓﾆｱ態窒素を0.6mg/2mL 含む。  
事業活動で使用する場合は、各関係法令に従って適切に廃棄する。  
それ以外の場合は、残余廃棄物や使用済み容器(ｶﾞﾗｽを除く)はそのまま「燃やすｺﾞﾐ」としての廃棄も推奨す
る。  
 
14. 輸送上の注意 
 
取扱い及び保管上の注意の項の記載による他、容器が破損しないように乱暴な取扱いを避ける。 
また、長距離の輸送の場合は、長時間の高温状態は試薬の劣化が考えられるため、航空機による輸送が望ましい。 
 
国連番号     3264 
品名      その他の腐食性物質(無機物)(液体)(酸性のもの)  （K-1、K-3試薬が該当） 
国連分類      ｸﾗｽ8 (腐食性物質) 
容器等級      Ⅱ 
航空法      同上、ただし微量輸送許容物件に該当する。 
消防法      該当せず。 
製品総重量     約500g/ｷｯﾄ 
 
15. 適用法令 
 
毒物及び劇物取締法  該当せず。 
PRTR法 K-2試薬：    ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ-N,N,N',N'-四酢酸四ﾅﾄﾘｳﾑ塩四水和物を1%以上含有し、「第一種指定化学物質  

No.595 ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ四酢酸並びにそのｶﾘｳﾑ塩及びﾅﾄﾘｳﾑ塩 」に該当する。 
労働安全衛生法 
   K-1試薬：硫酸を1%以上含有し、以下に該当する。 

  「特定化学物質 第３類物質」 
  「法施行令（名称等を表示すべき危険物及び有害物）第18条 第2号」 
  「法施行令（名称等を通知すべき危険物及び有害物）第18条の2 第2号」 

 K-3試薬：硫酸を1%以上、ｴﾀﾉｰﾙを1%以上、七ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ酸六ｱﾝﾓﾆｳﾑ四水和物を0.1%以上含有し、以下に該当する。 
   「特定化学物質 第３類物質」 
   「法施行令（名称等を表示すべき危険物及び有害物）第18条 第2号」 
   「法施行令（名称等を通知すべき危険物及び有害物）第18条の2 第2号」 
 K-4試薬：過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑを0.1%以上1%未満含有し、以下に該当する。 
   「法施行令（名称等を通知すべき危険物及び有害物）第18条の2 第2号」 
   ﾁｭｰﾌﾞ試薬：硫酸ﾅﾄﾘｳﾑを1%以上含有し、以下に該当する。 

  「法施行令（名称等を表示すべき危険物及び有害物）第18条 第2号」 
  「法施行令（名称等を通知すべき危険物及び有害物）第18条の2 第2号」 
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廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

 K-1およびK-3試薬の残液、測定後の廃液はいずれもpH2以下の酸性であり、同法上の特別管理産業廃棄

物に該当する。 
水質汚濁防止法 

銅を約0.15 mg/回（K-3試薬に銅を0.15mg/1.5mL 含む）含有し、「法施行令第9条の4第29号 銅及びその化

合物」に該当する。 
K-2試薬の残液にｱﾝﾓﾆｱ態窒素を約0.6mg/2mL含有し、「法施行令第2条第26号 ｱﾝﾓﾆｱ、ｱﾝﾓﾆｳﾑ化合物、亜硝酸

化合物及び硝酸化合物」に該当する。 
K-1およびK-3試薬の残液、測定後の廃液はpH2以下の酸性である。また、K-2試薬の残液は約pH10のｱﾙｶ

ﾘ性である。いずれも、「法施行令第3条第1号 水素ｲｵﾝ濃度」に該当する。 
下水道法 

銅を約0.15 mg/回（K-3試薬に銅を0.15mg/1.5mL 含む）含有し、「法施行令第3条第6号 銅含有量」に該当

する。 
 K-2試薬の残液にｱﾝﾓﾆｱ態窒素を約0.6mg/2mL含有し、「法施行令第9条の5 第1号 ｱﾝﾓﾆｱ性窒素、亜硝酸性窒

素及び硝酸性窒素含有量」に該当する。 
K-1およびK-3試薬の残液、測定後の廃液はpH2以下の酸性である。また、K-2試薬の残液は約pH10のｱﾙｶ

ﾘ性である。いずれも「法施行令第9条第2号 水素ｲｵﾝ濃度」に該当する。 
 
16. その他の情報 
 
引用・参考文献 

NITE((独)製品評価技術基盤機構)Website内 GHS分類結果 ID 626 硫酸 (2006) 
NITE((独)製品評価技術基盤機構)Website内 GHS分類結果 ID 25B0007 ｴﾀﾉｰﾙ (2013) 
NITE((独)製品評価技術基盤機構)Website内 GHS分類結果 ID H27-A-051/C-128A_P ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ酸ｱﾝﾓﾆｳﾑ (2015) 
NITE((独)製品評価技術基盤機構)Website内 GHS分類結果 ID H26-B-148 / R-133 過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑ (2014) 
安全ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ No.32629，関東化学株式会社(2012.01.17) 
NITE((独)製品評価技術基盤機構Website内 NITE統合版 政府によるGHS分類結果 ID m-nite-60-00-4_v1 ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ 
四酢酸 
製品安全ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ No.051110033，東ソー株式会社 (2004.07.09) 
安全ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ No. JW01W0104-1670 JGHEJP，和光純薬工業株式会社 (2015.01.08) 
国土交通省航空局監修、航空危険物輸送法令集、鳳文書林出版販売 (2019) 
JIS Z 7252:2019 GHSに基づく化学物質等の分類方法（日本工業標準調査会 審議）  
JIS Z 7253:2019 GHSに基づく化学品の危険有害性情報の伝達方法－ﾗﾍﾞﾙ，作業場内の表示及び安全ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ 
（SDS）（日本工業標準調査会 審議）  
GHS国連文書（仮訳 改訂4版）、GHS関係省庁連絡会議 (2011) 
経済産業省 , 事業者向けGHS分類ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ（平成25年度改訂版）(2013) 

 
 
注)  この情報は、必ずしも充分ではないので、取扱いには注意をお願いします。 

本ﾃﾞｰﾀｼｰﾄは情報を提供するもので記載内容を保証するものではありません。 
新しい知見やそれに伴う従来の考え方の修正等により、記載内容に変更が生ずることがあります。 
なお、注意事項は通常の取扱いを対象としております。 
 

更新履歴（2024/04/01以降） 
 
2024/04/01 労働安全衛生法の改正に伴う改訂 
2025/04/01 労働安全衛生法の改正に伴う改訂 
 


